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１．コース概要
昨今、組込みソフトウェア開発における品質確保の重要性が向上していますが、組込みソフトウェアの品質を確保する上での課題の一つとして、適切なプロセスの設定とその実行が挙げられます。本コースは、組込みソフトウェア開発におけるプロセス標準としてIPAから提供されている組込みソフトウェア向け開発プロセスガイド（ESPR）を基にして、組織/部門/プロジェクトにおけるプロセス設定に関する基礎的な知識を修得することを目的としています。
本コースでは、講義により、組込みソフトウェア開発におけるプロセス上の課題と、組込みソフトウェア開発のプロセス参照モデルとしてESPRの基本的な構成とプロセス・テーラリング時におけるESPRの活用方法を修得します。また、演習を通じて、開発対象や開発形態を考慮しながら、ESPRを活用したプロセス・テーラリングの基本的な進め方を修得します。
２．前提知識
　組込みソフトウェア開発のプロジェクトに参加し、プロセスの一部または全部を体験したことがあること
３．対象者
このセミナーは、組込みソフトウェア開発において、組織/部門/プロジェクトにおけるプロセスの設定やプロセス改善に関心を持つすべての方が受講対象になります。以下の方を受講対象者として想定しています。
· 組織/部門のプロセス改善活動を推進する管理者/改善リーダーの方
· 組織/部門の品質管理の責任を担い、その一環としてプロセス改善活動の支援を行う品質管理部門の方
· プロジェクト計画立案やメンバーの作業管理を行っているプロジェクトリーダーの方
· メンバーとして組込みソフトウェア開発の活動に携わる技術者の方
４．学習目標
　本コース修了後、以下のことができることを目標とします。対象者により、主要な修得目標を以下のように定めています。
□ 参加者全員（共通目標）
· ESPRの特徴と構成を理解し、ESPRを使ったプロセス・テーラリングの進め方を理解する
□ 組織管理者
· 組織の標準プロセスの改善に対して、ESPRの適用可否を判断できる
□ 品質管理者
· ESPRを参考として、各組織の標準プロセスの見直しの適用判断を行い、見直しを推進できる
□ 開発部門のプロジェクトリーダー、技術者の方
· 開発形態に合わせたプロセス・テーラリングが行える
５．セミナー種別（時間は目安（注））
	種別
	講義時間
	演習時間
	全体時間
	目的・想定対象者

	A.基礎コース
	2.0h
	－
	2.0h
	ESPRの構成とESPRを使ったプロセス・テーラリングの進め方を把握する（組織の管理者向け）。

	B.基礎フル演習
	2.0h
	2.5h
	4.5h


	基礎コースと同等の講義に加え、ESPRを使ったプロセス・テーラリングの演習を行う（技術者、プロジェクト管理者向け）。


注）学習時間は、研修の実施状況により、変更される場合があります。
６．タイムスケジュール（目安（注））
A.基礎コース（2時間）
	章
	内容
	詳細
	開始時刻
	時間

	
	オリエンテーション
	アイスブレーク（自己紹介）2分間含む
	13:00
	0:10

	第1章
	講義
	組込みソフトウェアにおける品質と開発プロセス
	13:10
	0:20

	第2章
	講義
	ESPRの紹介
	13:30
	0:35

	第3章
	講義
	ESPRの活用
	14:05
	0:25

	第4章
	講義
	ESPRの適用事例
	14:30
	0:10

	
	事務手続き
	質疑応答、受講者テスト、アンケート
	14:40
	0:20


B.基礎フル演習（4時間30分）
	章
	内容
	詳細
	開始時刻
	時間

	
	オリエンテーション
	アイスブレーク（自己紹介）2分間含む
	13:00
	0:10

	第1章
	講義
	組込みソフトウェアにおける品質と開発プロセス
	13:10
	0:20

	第2章
	講義
	ESPRの紹介
	13:30
	0:35

	第3章
	講義
	ESPRの活用
	14:05
	0:25

	第4章
	講義
	ESPRの適用事例
	14:30
	0:10

	
	（休憩）
	
	14:40
	0:10

	
	演習解説
	演習のねらいと概要
	14:50
	0:10

	
	演習1
	開発形態に合わせた開発プロセスの整備
	15:00
	0:65

	
	（休憩）
	
	16:05
	0:10

	
	演習2
	タスク・サブタスクレベルでのプロセスの整備
	16:15
	0:55

	
	事務手続き
	質疑応答、受講者テスト、アンケート
	17:10
	0:20


（注）学習時間は、研修の実施状況により、変更される場合があります。
７．講義内容
第1章 組込みソフトウェアにおける品質と開発プロセス
　1.1組込みソフトウェア開発の現状
　1.2 開発プロセスの整備
第2章 ESPRの紹介
　2.1 ESPR

　2.2 ESPRのプロセス
　2.3 プロセスの概要
　2.4 ドキュメント・テンプレート例
第3章 ESPRの活用
　3.1 開発プロセス活用の流れ
　3.2 ESPRのテーラリング例
　3.3 プロセス適用後の問題把握と改善
第4章 ESPRの適用事例
　4.1 ESPR・ESMR を活用したプロセス改善事例
８．演習概要
■演習1　開発形態に合わせた開発プロセスの整備
・目的
開発形態に合わせて開発プロセスを整備できることを目的としています。
・概要
事例プロジェクトを題材として、組織/部門/プロジェクトが抱える開発上の課題とその対応策をケース事例資料から把握します。演習では、新規開発プロセスと流用開発（改造）プロセスを含んでいます。受講者は、そのいずれかの開発形態を選択し、演習を行います。
ケース事例資料で把握した対応策（要求事項への対応案）をもとに、新規開発プロセスまたは流用開発プロセスのいずれかで、対応策の項目を満たす開発プロセスを、アクティビティレベルで設定します。
【演習の流れ】

　・新規開発プロセス
　・流用開発（改造）プロセス
■演習2　タスク・サブタスクレベルでのプロセス整備
・目的
タスク・サブタスクレベルで開発プロセスを整備できることを目的としています。
・概要
演習1で設定した開発プロセスの大まかな流れ（ESPRのアクティビティレベル）の中の実装・単体テストのアクティビティを対象として、タスク・サブタスクレベルで作業項目を整備します。演習1で把握した対応策（要求事項への対応）を意識しながら、実装・単体テストのアクティビティに関して以下の2つの作業を行います。
1） ESPRで定義されているタスク･サブタスクを参照しながら、作業項目の統合、追加、修正を行ない、作業項目を設定します。
2） 作業項目ごとにどのようなドキュメントを作成するかを設定します。
【演習の流れ】

「WS01 アクティビティの抽出と対応策」





・「REF01開発形態とその対応策」


・「REF02 SWP作業詳細」





演習1


開発形態に合わせた開発プロセスの整備





・「REF01開発形態とその対応策」


・「REF02 SWP作業詳細」


　SWP4実装および単体テストのページ


・「REF03 SUP作業詳細」





演習2


タスク・サブタスクレベルで開発プロセス整備





「WS02 タスク・サブタスクの抽出と入出力設定」
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